
１．事業概要

２．歳出支出済額及び財源内訳

事業費節別財源内訳

４．コスト分析

行政費用 A

(1)現金を伴う支出　　 （千円）

(2)現金を伴わない支出 （千円）

①減価償却費

②退職給与引当金繰入額

③不納欠損額

④その他 ( )

※1 事業費（支出済額）・・・令和元年度以前の事業費は、支出済額から非常勤報酬額（「②会計年度任用職員の報酬等」欄の数値）を除いた額
※2 常時勤務職員等の給与等・・・任用形態別の平均給与に人工数を乗じ算出
※3 会計年度任用職員の報酬等・・・令和元年度以前の数値は、非常勤職員報酬額を示すもの
※4 退職金相当額・・・年度内に発生した退職金総額を年度当初一般職員数で除し、事業に従事する一般職員数を乗じたもの

件 件 件 件

備考
金額や件数の多寡を目標とするものではないため。実績の値は事業の一端を表す
ために記載。

364
単位

390
単位

135
単位

市民１人あたりの負担額  A/人口　（円） 7.68 429,317 7.66 433,060 8.22 435,121 8.13 438,968

-
単位

-
単位

-
単位

成
果
実
績

指
標
名

神奈川県市長会としての国等へ
の要望

目
標

-
単位

実
績

337
単位

0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

-11 1 0 0

0

-11 1 0 0

961 959

②会計年度任用職員の報酬等 0 0 221 281

①常時勤務職員等の給与等 917 914

③退職金相当額

0

人件費合計（①＋②＋③） 964 972 1,236 1,281

事業費（支出済額） 2,344 2,344 2,341 2,286

償還金利子 0 0 0

47 58 54 42

令和3年度

支
出

3,297 3,317 3,577 3,568

3,308 3,316 3,577 3,567

一般財源 2,286　千円

会計年度任用職員(配置数) 0.10人

コ
ス
ト

　年　度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

財
源
内
訳

R3年度
支出済額

費　　目 支出済額　（千円） ３．事務事業に関わる職員数（任用形態別）
分担金・負担金 令和3年度

2,286

千円 県支出金 合計 0.10人工
その他 （　　　　　　　　　　　） ※再任用・任期付（フルタイム勤務）を含み、会計年度

（フルタイム勤務）を除く

常時勤務職員※ 0.10人工
2,286 国庫支出金 短時間勤務職員（再任用・任期） 0.00人工

使用料・手数料

歳
　
　
　
出

R3年度
支出済額

事業費節別内訳

費　　目 支出済額　（千円） 主な内容

負担金補助及び交付金

根拠法令等 法律等 地方自治法

事業実施内容

・市長会議、副市長会議への出席
・機関誌、情報誌による情報収集
・国等への要望活動

千円

2,286　千円 全国市長会等への負担金

不明 年度 終了（予定）年度

目 01 細目 002 説明 03会計 01 款 02 項 01

事務事業名 全国市長会等負担金 担
当
課

部課名 企画政策部秘書課

予算科目コード

藤沢市　令和４年度事務事業評価シート簡易版（令和３年度分） No. 3

対象 ３．団体 全国市長会、全国市長会関東支部、県市長会、県都市副市長会ほか 5 団体

未定 年度 事業の性質 任意自治事務

事業概要

地方自治の発展を目的に、全国各都市間の連絡調整や情報交換などを行っている各種団体に加入することで、情報
収集を図り健全な市政運営に資する。

課等の長 谷津倉　晋 電話 2111

事業開始年度



　

５．事務事業の評価と今後の方針

６．部長確認欄

3 - 2

部名 企画政策部 氏名 宮原　伸一 確認日 2022/9/2

事業の方向性 　現状維持

今
後
の

方
針

公
平
性

事務事業の公平性は高いか 高

そ
の
他

上記評価の視点以外に、特記すべき内容 無

高

効
率
性

事務事業の実施にあたり、効率性は高いか 高

評
価

評価の視点と具体的内容

必
要
性

藤沢市がこの事務事業に対し支出する必要性は高いか 高

有
効
性

事務事業の実施手法の有効性は高いか



１．事業概要

２．歳出支出済額及び財源内訳

事業費節別財源内訳

４．コスト分析

行政費用 A

(1)現金を伴う支出　　 （千円）

(2)現金を伴わない支出 （千円）

①減価償却費

②退職給与引当金繰入額

③不納欠損額

④その他 ( )

※1 事業費（支出済額）・・・令和元年度以前の事業費は、支出済額から非常勤報酬額（「②会計年度任用職員の報酬等」欄の数値）を除いた額
※2 常時勤務職員等の給与等・・・任用形態別の平均給与に人工数を乗じ算出
※3 会計年度任用職員の報酬等・・・令和元年度以前の数値は、非常勤職員報酬額を示すもの
※4 退職金相当額・・・年度内に発生した退職金総額を年度当初一般職員数で除し、事業に従事する一般職員数を乗じたもの

件 件 件 件

備考
令和3年度件数内訳
藤沢市表彰337人、藤沢市市民栄誉賞1人、藤沢市市民栄誉賞特別賞1人

290
単位

316
単位

339
単位

市民１人あたりの負担額  A/人口　（円） 36.35 429,317 22.90 433,060 35.45 435,121 33.38 438,968

-
単位

-
単位

-
単位

成
果
実
績

指
標
名

被表彰者

目
標

-
単位

実
績

397
単位

0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

505 -896 902 1

0

505 -896 902 1

10,569 10,544

②会計年度任用職員の報酬等 0 0 221 281

①常時勤務職員等の給与等 10,084 7,313

③退職金相当額

0

人件費合計（①＋②＋③） 10,600 7,775 11,385 11,285

事業費（支出済額） 4,501 3,037 3,139 3,369

償還金利子 0 0 0

516 462 595 460

令和3年度

支
出

15,606 9,916 15,426 14,655

15,101 10,812 14,524 14,654

一般財源 3,369　千円

会計年度任用職員(配置数) 0.10人

コ
ス
ト

　年　度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

財
源
内
訳

R3年度
支出済額

費　　目 支出済額　（千円） ３．事務事業に関わる職員数（任用形態別）
分担金・負担金 令和3年度

需用費 204　千円 表彰名簿等

3,369 役務費 188　千円 賞状筆耕

千円 県支出金 合計 1.10人工
その他 （　　　　　　　　　　　） ※再任用・任期付（フルタイム勤務）を含み、会計年度

（フルタイム勤務）を除く

常時勤務職員※ 1.10人工
3,369 国庫支出金 短時間勤務職員（再任用・任期） 0.00人工

使用料・手数料

歳
　
　
　
出

R3年度
支出済額

事業費節別内訳

費　　目 支出済額　（千円） 主な内容

報償費

根拠法令等 条例（市） 藤沢市表彰条例

事業実施内容

1．藤沢市表彰
・一般表彰：市の発展に寄与した個人や団体の表彰（10月1日市表彰式）
・自治表彰：任期満了に伴う特別職の表彰
・特別自治功労彰、自治功労彰
・功労者等の死亡に伴う弔慰金の贈呈
2．藤沢市市民栄誉賞
・スポーツの分野において顕著な功績のあった者に藤沢市市民栄誉賞、特別賞を贈呈
・根拠法令　藤沢市市民栄誉賞要綱

千円

2,977　千円 表彰記念品等

昭和 33 年度 終了（予定）年度

目 01 細目 003 説明 01会計 01 款 02 項 01

事務事業名 表彰関係費 担
当
課

部課名 企画政策部秘書課

予算科目コード

藤沢市　令和４年度事務事業評価シート簡易版（令和３年度分） No. 5

対象 ４．その他 市の発展に寄与した市民又は本市に関係がある個人若しくは団体 339 人

未定 年度 事業の性質 任意自治事務

事業概要

市政の振興、公共の福祉の増進、文化の向上等に功労のあったもの及び広く市民の模範となるものを表彰する。
功労者等が死亡したときは、遺族に対し、弔慰金を贈呈する。

課等の長 谷津倉　晋 電話 2111

事業開始年度



　

５．事務事業の評価と今後の方針

６．部長確認欄

5 - 2

部名 企画政策部 氏名 宮原　伸一 確認日 2022/9/2

事業の方向性 　現状維持

今
後
の

方
針

公
平
性

事務事業の公平性は高いか 高

そ
の
他

上記評価の視点以外に、特記すべき内容 無

高

効
率
性

事務事業の実施にあたり、効率性は高いか 高

評
価

評価の視点と具体的内容

必
要
性

藤沢市がこの事務事業に対し支出する必要性は高いか 高

有
効
性

事務事業の実施手法の有効性は高いか


